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0 歳児のロコモーション発達と環境（2）
―保育園におけるH児の観察から―
伊藤　美保子※ 1・宗高　弘子※ 2・西　隆太朗※ 1
Locomotion Development and Environment (2): Observation of an Infant
in the Nursery School
Mihoko Ito, Hiroko Munetaka and Ryutaro Nishi
　This paper explores how specialized childcare and environment facilitates the 
locomotive development of an infant. To this aim, an infant in a nursery school was 
observed via video recording. Following a previous study on the infant's locomotive 
development, recordings from when he began to stand on his own till when he began 
to walk are reported in detail. Various stages of locomotive development are examined 
from the viewpoint of both physical environment and human environment based on 
case observation.
Key words :  infant, locomotion, nursery school, case observation
1．研究目的
　乳児の移動運動、ロコモーションの発達
は、非常に個人差の大きい領域である。発
達の流れには普遍的に共通する流れがある
としても、一人ひとりの子どもの発達や、
それを促す環境、体験、養育者・保育者の
かかわりは、それぞれに異なる個性を持っ
ており、その過程を追うことは、保育を考
える上で興味深いことである。
　ロコモーション発達とそれを取り巻く保
育環境について具体的に考えるために、保
育園における 0 歳児の継続的な観察に基づ
く事例研究 1）をすでに行ってきた。この
ときは、H 児が保育園に入園してから、一
人で立てるようになるまでの半年間を扱っ
た。これに続いて今回は、H 児が自分で歩
けるようになるまでの、その後の 4 か月ほ
どの経過を取り上げたい。
　ロコモーション発達の具体的な事例研究
は数少なく、家庭や母子間での発達観察の
中での言及 2）はあるものの、保育園におけ
る援助や環境との関係を扱ったものはほと
んどない。子どもを取り巻く居住環境、地
域環境、自然環境が変化していく中で、ロ
コモーション発達を促す専門的援助は重要
な役割を持っている。保育園におけるロコ
モーション発達の研究を行うことは、これ
からの専門的援助のあり方についての示唆
を得る上でも意義があると考えられる注）。
キーワード：0 歳児、ロコモーション、保育園、事例観察
※ 1　本学人間生活学部児童学科
※ 2　元就実大学
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盛んな個性の持ち主である。様々な「はい
はい」を獲得していった後は、「つかまり
立ち」や「伝い歩き」が見られるようになっ
ていった。月齢 10 か月のころ、一人で「立
つ」ことができ、11 か月で「4 〜 5 歩あるく」
と、1 歳では「バランスを取って長く歩く」
ようになり、1 歳 2 か月では「築山を歩い
て登る」までになった。
　この過程について、H 児の動き、および
周囲の環境、保育士の関わり方を具体的な
エピソードと写真で示す。
（1）「立つ」こと
【10 か月ごろ】　木製トンネルや手作り遊
具の押し箱、部屋の仕切り用の柵を利用し
てつかまり立ちを始め、しゃがむ、立つの
繰り返しが見られるようになった時期であ
る。
　手が自由に動かせるようになり、目線が
高くなることから興味の対象が広がり、こ
れまで以上に探索行動が広がってきてい
る。テラスの柵や友達など何でも自分の助
けにして、伝い歩きを盛んに繰り返すよう
になった。そして、伝い歩きを超えて、何
かにつかまらずに立つことができるように
なっていった
　0 歳児の部屋には、広い空間で自由に「は
いはい」ができ、つかまり立ちや伝い歩き
のできる環境が整っていると同時に、H 児
の発達に合わせて、環境を準備し、ともに
その一歩一歩を分かち合うという、保育士
の働きかけや援助も細やかに行き届いてい
る。「はいはい」による移動が中心だが、
かなり上達してきており、早いスピードの
はいはいがよく見られ、斜面の上り下り、
手におもちゃを持っての「はいはい」など
が多く見られた。このころ、一瞬ではある
が木製トンネルの中で、木枠につかまらず、
一人で「立つ」ことができ、満面の笑みで、
自分も周りの保育士も喜んだ。
2．研究方法
（1）研究の場と対象
　本研究では、S 保育園 0 歳児クラスの H
児を対象とした観察を行った。
　S 保育園は担当制の保育を行っており、
特定の大人との安定した関係を保障するた
め、基本的には特定の一人の保育士が H
児の育児を行い、家庭との連携を密にして
いる。その上で、遊びの場面では他の保育
士も H 児と関わっている。
　H 児は X 年 11 月初旬生まれの男児で、
生後 5 か月で入所している。第 1 子であり、
観察の時点で、きょうだいはいない。
（2）研究期間
　X+1 年 4 月〜翌年 2 月に、週 1 回、午
前中の約 1 時間、0 歳児クラスを訪れて観
察を行った。これは、ちょうど H 児が入
所時から一年間をかけて、一人で歩くよう
になるまでの期間である。
（3）研究内容
　保育園の 0 歳児クラスにて、筆者らが参
与観察をおこなった。記録については、ビ
デオ撮影を行い、観察メモを取った。後に
挙げる写真は、このビデオ映像から抽出し
たものである。また、担当保育士の個人記
録簿も参考にさせていただいた。
（4）倫理的配慮
　園長を通して保護者に、本研究の主旨を
十分に説明し、文書による同意を得た。
3.　事　例
　前回の研究では、「はいはい」から「立つ」
までを中心に報告したが、今回は、一人で
「立つ」ところから、自由に「歩く」こと
ができ始めるまでの過程を取り上げる。
　H 児は、好奇心旺盛であり、興味のある
ものに対してすぐに行動に移す行動意欲の
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（2）一人での歩行
【10～ 11 か月ごろ】　一人で立つことを何
度も試み、できるようになる。一人で「立
つ」のを見て、保育士が喜んで手を叩くと、
自分でも満足そうに手を叩く。こうした時
期を経て、一人での歩行が始まった。
【エピソード】　写真 4 〜 6 は 11 か月半ば
に、初めて一人で 3 歩あるいた瞬間である。
「歩きはじめの初期には〔中略〕両手を横に、
肩の高さまであげており、左足が出たら左
のほうで体軸がねじれるようになり、右足
が出にくく、かりに出ると、また逆のほう
へ重心がかかります」と田中 3）が指摘し
ている状態が見て取れる。そして次の日に
はもう、ベランダに出て 5 〜 6 歩あるくよ
うになり、その後も毎日嬉しそうに「歩く」
ことを繰り返していた。園庭でも喜んで「歩
く」、「這う」を楽しんでいる。
　日々、歩く距離が伸びてきて、立ってボー
ルを投げる、そのボールを追いかけるなど
活発に遊び、自由に移動できることが楽し
くてたまらない様子であった。
　保育士は、転んでも危険がないように、
歩きやすい環境を整え、「H ちゃんおいで」
と励ましては、できたことに対して一緒に
喜んでおり、クラスには和やかで温かい空
気が満ちていた。
【エピソード】　意欲的に行動するうち、「は
いはい」だけでなく、木製トンネルや柵、
壁のおもちゃなどを使い、「立ち上がる」
「しゃがむ」動きを毎日のように繰り返し、
やがて「伝い歩き」へと展開していった。
写真 1・2 のように、手作りで用意された
押し箱に友達を乗せ、力いっぱい押して足
腰を鍛えているかのような場面もたびたび
見られた。
　保育士は、H 児の発達過程を予測したう
えで、彼の旺盛な行動力を十分に発揮でき
るよう、斜面のクッションを用意したり、
広い空間で箱を押して歩いてもぶつからな
いよう配慮をしながら、励まし、できたと
きには一緒に喜んでいた。
　このような時期に、写真 3 のように、何
かにつかまるのではなく、広い空間の中で、
一人で「立つ」ことができた。
写真 3　一人で立つ
写真 1・2　友達が乗った箱を押す
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まバランスを取って歩けるようになるな
ど、二足歩行で自由になった手の微細運動
も、より上手になってきている。両手を使っ
て筒の中にチェーンリングを入れたり出し
たりすることもできるようになった。この
ころ、「マンマ」「ワンワン」などの言葉も
少しづつ増えてきた。
　外に出て這ったり歩いたりすることを重
ねるうち、園庭の環境にも次第に慣れ、保
育士に見守られながら長い距離をどんどん
歩き楽しむようになっている。箱砂場（幼
い子どもが立ったまま砂遊びができる、小
さなテーブル様の園庭遊具）でも砂遊びを
楽しみ、友達と並んで友達のしていること
をよく見たり、器に砂を入れたり出したり
を盛んにしていた。
【1歳 1か月ごろ】　この頃、靴はまだ履か
ず、園庭では、ソックスで遊んでいる。箱
砂場では、スコップを使い、砂を入れたり
出したりしている。食器などもおもちゃと
して自由に遊べるよう、砂場の近くに用意
されているが、器にお茶を注ぐようななめ
らかな手の働きも見られるようになってき
た。
【1歳 2か月ごろ】　靴を履いて外遊びをす
るようになった。初めて保育士とともに、
保育園の外に出て、園舎のまわりの道を一
周する、園外散歩も楽しんだ。
　このころ、保育士が誘うと、園庭の築山
の斜面を上るようになった。そのころの一
連の遊びについてのエピソードを、次に挙
げる。
【エピソード】　歩くのが楽しくてたまらな
い様子で、保育士が見守る中、長い距離も
どんどん歩いていく。園庭にある様々な遊
具に興味を示し、自分なりにいろいろな遊
び方や使い方を試そうとしている。
写真 4～ 6　3 〜 4 歩あるく
（3）長い距離を歩く
【1歳ごろ】　部屋の中では、ペットボトル
に水を入れて重くした手作りおもちゃを紐
で引っ張って歩いたり、ボールを持ったま
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　タイヤの階段を使って、築山にも上れる
ようになった（写真 9・10）。ちょうど傍
で見守っていた保育士も一緒にいて、上れ
たことの喜びや、H 児が指さす空への関心
を共有していた。
　写真 7 のように、スコップのような大き
な道具を操作しようとしながら歩いたり、
ボールを拾い上げ両手で投げては追いかけ
るなど、園庭にあるさまざまなものが、恰
好の遊びの対象になっている。「立つ」状
態での移動運動を繰り返す中で、身体のバ
ランスを取る能力をも発達させているよう
に思われる。
写真 7　スコップを持って歩く
　写真 8 では、箱砂場でいくつものポット
を動かしながら、注いだり、ふたを閉めた
り、どこかに持って行ったり、また帰って
きたり、時には身を乗り出して砂を触った
りしながら遊んでいる。手でバランスを取
りながらようやく立てたころに比べると、
ずいぶん上手に立つことができ、立ったま
までの遊びの世界が広がってきている。
　自分なりのやり方で築山を制覇したあ
と、H 児は園庭中を歩きながら、心惹かれ
る遊具を使い、移動運動にかかわる遊びを
続けた。築山の近くには、バネ式の小さい
シーソーのような遊具があったが、誰かが
それに乗っているのを見て、H 児もこれを
激しい動きで乗りこなすようになった（写
真 11）。それからまた園庭を歩くうちに見
つけた、低いけれどもステップがたくさん
あるつり橋を使って、手すりにつかまりな
がら、しかし複雑な足場を少しずつ進んで
いった（写真 12）。複合遊具の階段にも登
り、滑り台を降りた。二度階段を上った
が、一度やってみたあとの二度目は、一度
目よりもさらにスムーズにできていた（写
真 13）。写真 8　箱砂場での遊び
写真 9・10　タイヤの階段を上る
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味を示したが、やがてそれを手に取ると、
築山のふもとで一人座って遊んでいる T
児のところにそれを持って行った。T 児は
H 児と同じ保育者に担当してもらいなが
ら、入園以来一緒に過ごしてきており、普
段からとくに親しくしている。
　しばらくして担当の保育士が誘いかける
と、築山の斜面を四つ這いで上がり始めた
（写真 14・15）。
　このようにチャレンジしていく間も、H
児はときどき保育士が見てくれるように目
や手で呼びかけていたし、保育士も H 児
の動きに沿って、もちろん安全にも気を配
りながら、関心やできた喜びなど H 児の
気持ちも共有し、応えていた。
写真 11　シーソーのような遊具に乗る
写真 12　つり橋を渡る
写真 14・15　斜面を這って登る
写真 13　複合遊具の階段を上る
　さらには、築山の斜面を立って登ろうと
試み始めた。最初は、途中で手を突いたり、
はいはいをしながらも、立ち上がり登ろう
とする意欲が見られた。そして何回か繰り
返すうち、保育士に見守られながら、つい
に一度も手をつくこともなく頂上にたどり
着いた。頂上に立つと、保育士に抱きかか
えてもらい、満面の笑顔で達成感を表して
いた（写真 16・17）。
　それから H 児はまた箱砂場のところに
行き、そこにあった新幹線のおもちゃに興
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げていく様子が見られた。遊具の階段も、
一回体験しただけでも、そのあとより上手
に、スムーズに上れるようになっている。
したがって、立って歩けるようになってか
らも、それまでのはいはいを急に卒業する
わけではないが、しかし上達する部分につ
いては一日の間にも、一回ごとの挑戦の中
で、どんどん伸びていくという、子ども
の成長の力の大きさを見ることができる。
日々目覚ましい発達を遂げながら、とくに
自分で歩けるようになってからは、遊具や
環境、自然などに心惹かれながら、探索活
動を園庭中に広げ、行動範囲が飛躍的に大
きくなっていった。
　このような子どもの発達の力を支えるも
のとして、保育室にも園庭にも、遊具や築
山など、発達に応じて、そのときのその子
なりの試みや挑戦ができる環境が用意され
ていた。1 歳 2 か月のエピソードでは、さ
まざまな方法で築山に上る場面を挙げたが、
このように斜面や築山が用意されているこ
とが、子どもの発達を支える上で重要な役
割を果たすことについては、保育実践家の
齋藤公子と連携して足の働きを論じた近藤4）
が、ともに指摘しているところである。
　また、人的環境として、保育士の果たす
役割は大きい。H 児に寄り添い、まわりに
危険がないよう配慮したり、築山に登って
みようと H 児に誘いかけ、できたことを
ともに喜ぶなど、安全面はもとより移動運
動の発達を見守りながら、心でも H 児の
成長を支えていることが、様々な場面から
読み取れた。
　細やかに配慮し、ともに喜びを共有する
心でのかかわりは、一律に行われるもので
はなく、むしろそれぞれの保育者の個性や
持ち味によって異なる色合いを持つ。築山
を上る際には担当の保育士も、そうでない
保育士も H 児に寄り添う場面があったが、
喜び合う様子もそれぞれに異なるし、また
4．考　察
　H 児は入所以来、持ち前の行動力で、「つ
かまり立ち」、「一人で立つ」、バランスの
とれた「歩き」を、自ら楽しみながら意欲
的に獲得していった。
　歩けるようになってからも、はいはいを
しながら進むことも多かった。様々なロコ
モーションのあり方は一時に切り替わるの
ではなく、様々なレパートリーを使いこな
していく中で、重なり合いながら発達して
いくことが見て取れる。その一方で、1 歳
2 か月時のエピソードでは、築山に上る際
に、階段状の部分を上ったり、四つ這いか
ら立って上るようになったりと、一回ごと
に異なる、複雑な上り方に挑戦してやり遂
写真 16・17　斜面を立って登る
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行為の中に現れる、心の動きを一つ一つの
かかわりの中から感じ取り、理解し、心で
も環境でも支えていくことが、保育にとっ
て重要だと考えられる。
（本論文は、第 66 回　日本保育学会（博多 , 
2013）6）において発表したものに、加筆・
修正してまとめたものである。）
注
　本研究は、ロコモーション発達と、それ
を支える保育園の援助や環境に着目した、
保育研究であり、事例研究である。
　実践に根差した保育研究とは、どのよう
なものであるべきだろうか。こうした研究
の前提となる部分は、それ自体が別個の論
文となるべきものであり、ここで詳述しつ
くすことはできない。しかし、本研究のよ
うな保育研究と一般的な発達研究には異な
る部分もあるので、その点での誤解を招か
ないよう、念のためここで可能な範囲で研
究の前提について述べておきたい。
　実践に根差した保育研究の観点からロコ
モーション発達を研究する上では、全人的
な視野と、実践知の観点が重要だと考えら
れる。
1）発達を全人的な視野から見る
　本文中にも触れているように、ロコモー
ション発達は身体的な発達であると同時に、
心理的な発達にもつながるものである。そ
れはまわりの保育者や友人との関係性の広
がり・深まりとも軌を一にしており、成長
や発見をともに喜びあう親しい信頼関係に
よっても導かれている。「歩く」という身体
的な活動は、身体のみならず、心理、関係性、
子どもを取り巻くコミュニティや文化、世
界につながる幅広い可能性を持っている。
　ロコモーション発達を捉えるとき、例え
ば身体機能の発達や、それに伴う心理的能力
H 児もそれぞれに違った形でその保育士に
懐いているようだった。保育士だけでなく、
子どもの個性も一人ひとり違っている。10
か月のころの事例で、躍動的に押し箱に取
り組む H 児と、押し箱の中で押されなが
ら落ち着いて楽しむ男の子とは、それぞれ
に異なる持ち味を持っており、観察時から
半年以上が経った現在、二人の様子を見て
も、やはりその当時と通じるものを感じさ
せるような、それぞれの持ち味を生かしな
がら成長しているように思われる。保育所
保育において、家庭だけでは得がたい発達
への専門的援助やそのための環境があるこ
とは前回の報告でも示してきた。ここに示
されたように、それぞれ違う持ち味を持っ
た保育者と子どもが集い、それぞれに補い
合いながら一つの生活を作っている中で成
長の体験を重ねていけることも、保育所保
育の特性の一つだと言える。
　子ども同士の関係も、ロコモーション発
達によって広がっている。1 歳 2 か月時の
事例では、H 児が好きなおもちゃを T 児
のところに持って行く姿が見られた。行動
範囲が飛躍的に広がるにつれて、友達に向
ける気持ちや思いやりも、より目に見える
形になっていく。このように動きに現れた
子どもの心や、子ども達それぞれの異なる
持ち味を理解していくことも興味深く、保
育にとって重要だと言えるだろう。
　田中5）は子ども達が歩き始めるころの発
達について、こう述べている。「このころ
の散歩を〔中略〕歩行訓練にしてしまって、
身体的な面と心理的な面をひきはなしてし
まうことにならないように気をつけて、人
間的な豊かさへの歩みを達成させてあげた
いものです。ですから、一歳半前後の子ど
もにたいする歩行をとり入れた保育はやり
がいのあることですし、またそのための内
容と条件整備がとても大切だと考えます」。
ここに示されているように、子どもが歩く
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めていくということにはなりそうにない。
　したがって保育の立場からは、他の領域
における発達研究に学びながらも、より総
合的な視野から保育実践そのものに学んで
いくことが必要になる。
　こうした保育の専門性について、津守7）
は次のように捉えている。津守は、保育そ
れ自体の専門性が十分認識されず、他の専
門分野に影響されがちな状況についてこう
述べている。「分化した専門科学や、制度
に支えられた専門が力をもつ現代において
はこういうことが起こりやすい。毎日の生
活の全体を、生きた力動的なものとしてゆ
く保育の仕事が、単なる雑事とみなされ、
それ自体の専門性が見失われる傾向にあ
る。〔中略〕保育者が自らの保育を他の専
門に従属させて、生きた生活をつくり上げ
るという高度の専門性を認識しない。この
ことが、現代の生活を一層不安定なものと
し、落ち着きと明るさを失わさせているの
ではないかと思う。〔中略〕日々の保育の
生活は、どこにそのような重要な意味があ
るのかもわからないような、小さなことの
連続である。しかし、よく見ると、そこに
は、日々、異なった状況がある。その状況
をどのように読みとり行為するかは、保育
者に与えられた高度の専門的課題である」。
　このように保育の専門性を捉えるとき、
保育研究の観点から重要になるのは、発達
の一般的な法則性もさることながら、それ
を頭に置きながらも、一つひとつ異なる状
況にどのように応答していくかという、「保
育の知」であろう。それは、明確な理論に
はしつくすことのできない、実践知として
の性質を持っている。
2）保育の実践知を捉える
　保育現場においては、発達の知識を踏ま
えつつも、一人ひとり多様な発達に沿って、
その時々に応じた、適切な保育者の援助や
の発達だけを抽出して研究するような観点
もある。そのような種類の発達研究と、保
育研究とは、関連する部分を持ちながらも
異なるものである。保育実践に資する保育
研究においては、先に触れたように、身体
機能、心理的能力だけを取り出すのではなく、
全人的な視野を持って、その子が生きてい
る保育の場を捉えていく必要があるだろう。
　したがって、本文中にも「ロコモーショ
ン発達を促す」という表現が出てくるが、
それは「ロコモーション発達を分析して、
それに直結するような効果ある処方を与え
ることによって、発達を増進する」という
ような意味ではない。保育者は、保育の立
場から、発達を促すのである。
　保育とは、全人的な営みである。遊具も、
園庭の環境も、保育者との関係も、ロコモー
ション発達だけに役立つのではなく、人と
しての発達すべてにかかわり、それを支え
ているのである。また、こちらがロコモー
ション発達のためによかれと用意した遊具
や環境であっても、子どもたちは新しい遊
び方を創造的に見いだしてくれる。
　保育の中での発達援助は、何か単独の
テーマに焦点を当てた訓練とは違って、と
もに歩む生活という広い世界の中で行われ
る。したがって、保育環境や保育者の配慮・
言葉がけ、保育園外での生活といった要因
が、それぞれどの程度必要でどの程度ロコ
モーション発達に影響を及ぼしているのか
といった、分析的研究を精密に行うことは
困難であろう。保育的なかかわりは、十分
に統制されることがないし、また研究目的
のために統制することが倫理的に望ましい
とは言えないからである。
　また、仮にそのような要因が分かってみ
たとしても、ロコモーションだけでない全
人的な発達を支える保育という営みの中で
は、どの要因もそれぞれに意義あるものな
のであり、その研究結果をもとに保育を決
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瞬間の、一つひとつのエピソードを追いな
がら、その時に生まれる成長や援助のあり
方を取り上げる中で、一般的な方法という
より、個別の状況に即して対応することの
できる、保育の実践知のありようが少しで
も示せればと考えている。
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環境が用意される必要がある。保育実践の
観点からは、こうした保育の具体的な側面
に関心が向けられる。
　このような援助や環境は、実践的な「保
育の知」として現場に培われてきた。一人
ひとりの保育士が経験を通して培っていく
だけでなく、園の環境の整えられ方などを
含めて、いわば園というコミュニティの中
に実践知が内在していると考えることがで
きる。このような実践の知は、「データや
マニュアルによっては伝達できないばかり
か、それらに依存すればするほど、つまり
理論知に依存すればするほど、むしろ破壊
されてしまうものなのである」8）。したがっ
て、保育の実践知を現場から汲みとる際に
も、分析的な観点がそれを矯めてしまう危
険性もあるわけで、まずは現象そのものを
生きたものとして受け止め、記述していく
ことが必要だと考えられる。これまでロコ
モーション発達への専門的援助についての
研究がほとんどなされていない現状におい
ては、このような具体的記述が保育の実践
知に光を当てる出発点になるであろう。
　実践知は必ずしも理論化することができ
ず、むしろ「物語」を通してもっともよく
伝えられる。個人を超えてコミュニティの
観点から、従来の学習観を転換したレイヴ
とウェンガー 9）は、このような実践知の
性質を指摘している。したがって、実践知
を描き出す保育研究にとって、事例研究や、
そこに描かれるエピソードそのものが、基
本的な手段となるであろう。
　一人ひとり異なるロコモーション発達を
援助していく上では、一律に何か決まった
方法があるわけではない。また、子どもは
どの瞬間も発達を遂げつつあるわけで、保
育現場の中だけを取り上げて影響要因を解
明することなどもできるわけではない。そ
うではなくて、ここでは事例研究を通し
て、ロコモーション発達上重要と思われる
